

































大学内外の関係者および関係機関には、多 くの御協力を賜った。ここに厚 くおネL申 し上げる。
東北大学埋蔵文化財調査室
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埋蔵文化財が存在 している (図 1)。 特に川内地区は、ほぼ全域が近世の仙台城跡二の九地区と武家屋敷跡にあ




































1 :Ruin of Sendai Castle
2:Kawauchi steles
3 :Aobayama B Site
4:Aobayama E Site
5:Aobayama C SIte
6 :Aobayama A Site
7:Aobayama D Site
8 :Ashinokuchi Site
1:仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点 6:青葉山遺跡A地点
7:青葉山遺跡D地点 8:芦 ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑 ■ :葛岡城跡 12:郷六城跡
13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ヶ岡遺跡 18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡
20:茂 ヶ崎城跡 21:ニ ツ沢横穴墓群 22:萩 ヶ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡 24:ニソ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡
26:青山二丁目B遣跡 27:杉土手 (鹿除土手)28:砂押屋敷遺跡 29:砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡
32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡 35:土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群
39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡 4:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡
47:神漉山遺跡 48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図 1 東北大学と周辺の遺跡
Fig.l  Archaeological sites and Tohoku University
公 宏 ピハ
図2 仙台城と二の丸の位置
Fig 2  Distribution of Sendai Castle
3.埋 蔵 文 化 財 調 査 の概 要




川内北地区では、立会調査 3件 を実施した (図 3)。
・川内保育所排水管工事に伴う調査 (2005-2)
川内北地区に保育所を新築するのに関連した工事に伴う調査である。保育所本体は木造平屋建で、建設工事
















部を除く約66haが、2003年 (平成15年)8月 に国の史跡に指定された。残 りの約37haについては、中・長期的
な視点から、将来的に国史跡を目指すこととされている。この史跡に指定された区域については、史跡管理団体
表 1 2005年 度調査概要表
Tab.l  Excavations on the campus in the ascal year 2005
調査の種類 地  区 調 査 地 点 (略号) 原    因 調査期間 面 積 時 期
立会調査
川内南 経済学研究椋南側 (2005‐ 1) 外灯増設等工事 5/18・ 23
川内北 留学生センター西側 (2005-2) 川内保育所排水管工事 5/20
川内南 文・教 。法学研究棟北側 (2005-3) 雨水配管改修工事
川内耳ヒ 川内保育所内 (2005-4) 保育所遊具新設工事
川内南 付属図書館南側 (2005‐ 5) 屋外ガス管改修工事 9/28
川内南 記念講堂西側 (2005‐ 6) 記念碑説明板設置
川内南 旧半導体研究所周辺 (2005‐ 7) 旧半導体研究所改修機械設備その他工事
川内南 文科系厚生施設南側 (2005‐ 8) 文科系厚生施設改修工事 1/24
川内南 北西端受水槽北側 (郷05‐ 9) 川内団地除鉄装置改修工事
川内北 グランド (200510) アメフト・ラグビー兼用ゴール設置 3/16











































































































































































































































































































































































仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (マ ルチメデイア総合研究棟新営に伴う調査)検出遺構







仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第 8地点 (川 内北地区厚生会館前上屋取設工事に伴う調査)
青葉山E遺跡第 7次調査 (理学研究科総合研究棟 (Ⅲ期)新営計画に伴う調査)
青葉山E遺跡第 8次調査 (工学研究科共通駐車場整備に伴う調査)
































2001年 度に調査を実施した、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (BK7)の出土木製品の処理を開始し
た。武家屋敷地区第 7地点から出土した木製品は、木簡を含め膨大な数量にのぼるため、 4～ 5ケ 年間が必要と
なる見込みである。2005年 度は、箸や下駄などを中心に処理を行った。金属製品では、2000年度に調査を実施し
た仙台城跡二の九第17地点出上の鋼製品の処理を行った。
6.資 料保 管状 況








1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
図6 収蔵遺物量の推移
Fig.6 Graph showing trttsidon of alnount of artifact in storage(shOWed by number of case)
表 2 年度ごとの収蔵遺物箱数の推移
Tab.2  Transidon of number of cases counted every iscal year to store artifact
2004 2005
年度
年  度 未整理箱数 整理済箱数 合計箱数 備 考
1983
1984 4 104 年報 1(1988年度調査分)刊行
1985 108 年報 2(1984年 度調査分)刊行
1986 245 108 353
1987 108
1988 920 108 1,028
1989 221 1,032 年報3(1985年 度調査分)干け行
1990 1,218 1439
1,086 401 1,487 年報 4・ 5(1986・ 87年度調査分)千U行
1992 463 lp28 1,491 年報 6(1988年 度調査分)刊行
1993 1032 年報7(1989年 度調査分)刊行
1994 742 1,032 ,774
1995 861 1,032 ,893
1996 と,439 908 年報 8(1990年 度調査分)刊行
1997 435 1,491 ,926 年報9・ 10(1991・ 92年度調査分)刊行
1998 1,774 2,010 年報11,12(1993。 94年度調査分)刊行
1999 2p10 年報13(1995年度調査分)刊行
2000 926 2.677 年報14・ 15。 16(1996・ 97・ 98年度調査分)刊行
2001 ,926 3,142 年報17(1999年度調査分)刊行
L234 ,926 3,160
2003 2,370 2,861 二の丸第17地点整理後詰め直し等で箱数減少
2CX14 2,370 年報18(2Cll10年 度調査分)刊行






次調査 (TM5)は、整理前が 1箱であったものが、接合などで遺物が大きくなったため、整理後には2箱 となり、
1箱増加した。2001年度と2002年度の 2ケ年で調査を実施した青葉山E遺跡第 7次調査 (AOE7)は 、整理前
には16箱であったが、整理作業後の詰め直しによって 9箱 となり、 7箱減少した。2002年度に調査を実施した仙
台城跡二の九北方武家屋敷地区第 8地点 (BK8)は、整理前が 1箱であったが、整理後は2箱 となった。同じ








受託者 :岩手県山田町長 沼崎喜― (担当 :教育委員会社会教育課文化係)
研究課題 :房の沢古墳群出土品保存処理についての研究

















































2005年 7月 9～ 10日  日本文化財科学会第22回大会




藤沢 教 科学研究費補助金 基盤研究 (C)(2)(代表・継続)
「小規模墳の消長に基づく古墳時代政治 。社会構造の研究」
8.教 育 普 及 活 動
(1)非常勤講師
2005年 度に、当センターの調査研究員で、非常勤講師を担当したものは次のとおりである。
藤沢 教 宮城教育大学 考古学講義 (後期)





貸出資料 :仙台城跡二の九第 5地点出土「塩引」関係木簡 3点
貸出期間 :2005年 11月 16日 ～11月 30日
・貸出先 :仙台市教育委員会 仙台城本丸跡ガイダンス施設「仙台城見聞館」展示パネルヘの写真使用
貸出資料 :仙台城跡二の九第 2地点発掘現場 。第 9地点16号土坑出土遺物集合写真 計 2点
・貸出先 :仙台市博物館 『仙台市史 特別編 7 城館』への写真掲載
貸出資料 :仙台城跡二の九地区調査状況・出土遺物写真 計10点
・貸出先 :東北大学出版会 『東北―その歴史と文化を探る (人文社会科学講演シリーズ I)』 への写真掲載





2005年 5月 28日   仙台市地底の森ミュージアム友の会
春の史跡めぐリー長町周辺の古墳めぐリー講師
2005年 9月 10・ 11日 『阿光坊古墳群シンポジウム』発表「列島における「末期古墳」」
主催 :下田町教育委員会 於 :イ オン下田ショッピングセンター
2005年 9月 25日   仙台市市民文化事業国 公開講座講師 朴 :エル・パーク仙台 「装飾古墳の世界」
2005年 10月 9日   仙台市市民文化事業団 装飾古墳見学ツアー講師
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